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メッセージ
　過去の自分へ、未来の自分へ、大切な人へ。メッセージを遺しておきましょう。
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自由に使えるページ

貼付スペース

　ここは自由に使えるフリースペースです。遺影に使ってほしい写真や大事な写真を
貼ったり、秘密の宝箱の在りかを記したりすることもできます。複数ある場合やその
まま貼ることに抵抗がある場合は、ここに封筒を貼って、中に大事なものを入れるの
もよいでしょう。

2

はじめに

「終活」は、今を大切に生きる私たちにとって、
自身の生き方を見つめ直し、

人生のエンディングをどのように迎えたいか、
そのために今のうちにできること、やるべきことを整理することで、

将来の不安を軽減し、自己の希望を尊重するとともに、
家族や周囲の人たちが担うこととなる役割を

軽くすることができる活動です。

そんなときにこの「エンディングノート」が
心強いパートナーとなります。

（仙台市条例第三十五号「今を大切に生きる終活支援条例」前文より抜粋）

では実際に何から始めたらよいのでしょうか。
漠然とした中では、どうしたらよいか迷ってしまいますよね。

少しずつ 身の回りのことを整理し、
少しずつ もしものときに望むことをまとめ、

少しずつ 家族や友人などに伝えておきたいことを
記してみましょう。

考え方は、生き方や環境などによって一人ひとり異なります。
そして、その考え方は、等しく尊重されるべきものです。

エンディングノートを活用し、自分への問いに一つひとつ答えていくうちに、
これからの具体的な行動が見えてくるはずです。
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エンディングノート
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